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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 35

■災害対策に関して
避難訓練を通して災害時の職員の行動について確認
やシミュレーションを行い確認しているが、いざという
時に行動できるようさらに努める必要がある。

・火災・水害・地震などそれぞれの災害に応じた避難
行動ができるよう、訓練とシミュレーション、マニュアル
整備を継続する。

2 2
■事業所と地域とのつきあいに関して
開設半年もたたずにコロナ禍となり、地域との交流や
連携を構築できずに現在に至っている。

・地域とのつきあいに関しては自発的な取り組みによ
り交流の機会を増やし、関係構築に努める。

3 6

■身体拘束をしないケアの実践に関して
全職員がしっかり理解し、身体拘束一切行わないケア
を取り組んでいるが、より深い理解と正しいケアへの
取組みを継続させることが重要。

・定期的な委員会と研修の実施。
・職員全員の高い意識レベルの構築。

4 10

■運営に関する利用者・家族等の意見の反映
家族等からお話を直接お聞きする機会や、そのご家
族は限定的だったりするので積極的な工夫と取組み
が必要。

・より多くのご家族や関係者からのご意見を頂く。
・ご意見をもとにしたさらなるケアの質向上。

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画
小規模多機能ホーム　北のケア

令和　３　年　１１　月　２４　日

目標達成に
要する期間

１２ヵ月

１２ヵ月

１２ヵ月

【 目標達成計画 】　

・消防通報訓練（コロナ禍では消防が中止している）と
消火器と水を用いた消火訓練の実施。
・水害を想定した垂直避難と備蓄食料・生活備蓄品シ
ミュレーションの実施。
・地震を想定した避難訓練と水平避難シミュレーション
の実施。

・運営推進会議議事録や事業所便りの発送。
・運営推進会議への参加を広く呼び掛ける。
・町内会回覧板の有効活用。

・全職員のより深い理解につながるよう、日々のケア
での疑問や具体例を挙げた研修の実施。
・委員会では研修のマンネリ化を防止し、気づきある
研修プランを実践する。

・イベントなどのタイミングでお便りの送付。
・満足度調査アンケートの実施。
・ご意見をもとにしたミーティングの実施。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

１２ヵ月


